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1 はじめに                     牛の糞を採取した。糞は良く撹拌 した後、 20℃で凍結

保存 した。糞内のイベルメクチン濃度はPayneら
かの方

イベルメクチン製剤 (以下、駆虫薬と略)は、牛の寄生  法に準じ、高速lft体 クロマ トグラフイーによつて測定し

虫駆除薬の中で最も広く利用されているものの一つであ  た。

る。本剤は、内部寄生虫のみならずダニ等の外部寄生虫

にも効果があること、及びポアオン法で簡単に投与でき  (2)糞 トラップ

放牧地に隣接 した草地に、黒ボク土を詰めたザル (直るようになつたことから、近年急速に普及 した。イ
ベル

メクチンは牛の体表から吸収された後、その代謝産物と  径18cm)を 、縁が地面と同じ高さになるように埋め、土

の上に駆虫薬投与後 1、 3、 7、 14日 日の糞、及び対照の共に糞の中にlyF泄 されるが、野外では糞内のイ
ベルメク

チンはなかなか分解されない
いため、糞を餌とする昆虫  糞を解凍 して置いた (n‐ 5)。 糞 トラップは2003年 6月 16日

の生育が抑制され
い
'F、 ひいては糞分解が妨げられる可  に設置し、翌日回収して糞と土の中の糞虫を同定

した。

能性が指摘されている
J,

国内では駆虫薬が食糞性コガネムシ類 (以下、糞虫と

略)に及ぼす影響はほとんど調べられていなかつたが、

我々は最近、駆虫薬を投与した牛の糞が、飼育条件下に

おいて、2種の糞虫(″
`ル“ `わ

″″g175″ Zイル とオオ

フタホシマグソコガネ)の羽化率または幼虫生存率を低

下させることを明らかにした
い
。野外では、駆虫薬を含

む糞と含まない糞に対する糞虫の選好性が異なる場合、

どちらの糞を選好するかによつて糞虫個体群の受ける影

響は異なると考えられる。もし産卵前の糞虫が駆虫薬を

含まない糞を選好し、駆虫薬を含む糞を忌避するなら、

駆虫葉が糞虫IIS体群に与える実際の影響は小さいと推測

される。逆に糞虫が駆虫薬を含む糞を選好し、誘引され

るなら、糞虫個体群は駆虫薬によつて大きな影響を受け

る可能性がある。

ここでは、放牧地において駆虫薬が糞虫に与える影響

を明ら力ヽ こするため、駆虫薬を投与した牛の糞のイ
ベル

メクチン濃度と、駆虫薬を含んだ糞に対する糞虫の選好

性について報告する。

3 試験結果及び考察

(1)糞内イベルメクチン濃度

駆虫薬に含まれるイベルメクチンは、牛に投与した翌

日には糞中にツト泄され始め、糞内濃度は31～ 110ppbを示

した (図 1)。 最も濃度が高いのは投与後3日 目の場合が多

く (図 1:A,B,C)、 67～ 223ppbと なつた。その後、濃度は

次第に低くなつていき、28日 日にはほとんど検出されな

くなつた。ただし、イベルメクチン濃度はばらつきが大

きく、1日 日、3日 日ともに、同じ日に採取した糞では最

高濃度と最低濃度で3倍以上の違いがあつた。

また、イベルメクチン濃度のビークは3日 日ではなく、

1日 日に最も高くなり、その後減少し続けるとい
つたパ

ターンも見られた (lX1 1:D),

このような濃度のばらつきの大きさ、及び経時
パター

ンの違いは、駆虫薬投与から糞採取までの気象条件
の違

いや牛の品種の違い等によると思われる。

(2)駆虫薬を含む糞に対する糞虫の選好性

糞 トラップで 5属 16種の糞虫が採集された (表 1),2 試験方法
駆虫薬投与牛の糞に対する糞虫の反応は種によ

つて異な

るが、個体数が多く統計検定 |∫能だつた8種
のうち、7

(1)牛糞の採取とイベルメクチン濃度測定

種は対照区に比べ投与後 3日 日、またl■ 1日 日
の糞に多

日本短角種、ホルスタイン種、黒毛和種の 3品種につ

く集まつた(p`005)。 駆虫薬投与牛の糞には、
イベルメ

いて各 2群づつ(1群は 4～ 6頭 )、 計6群の牛に推奨投
クチンとその代謝物以外にも溶剤など、様

々な成分が含
与量 (牛体lkgあたり500″ g、 薬斉1で01n1/kgに 相当)

まれており、どの成分が糞虫を誘引する効果があ
つたの

のイベルメクチン製斉1を、ポアオン法によつて投与した。

力■■分からないが、多くの種はイ
ベルメクチンを高濃度

投与後、1、 3、 7、 14、 21、 28、 35日 目に放牧地
で新鮮

に含む糞に誘引されたといえる。なお、駆虫薬投
与牛の

な糞を集め、さらに対照として駆虫薬を投与し
ていない
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駆虫薬投与から枷障糞標取までの日数

図l 駆虫薬を投与した'卜の糞内イベルメクチン濃度
A,B:日 本短角種. C,D: ホルスタイン種  E,F:
黒毛和種

糞への選好性は、糞虫の属による違いはなかつた。

また、国内に生息する大部分の糞虫の産llp習性は、親

が卵を糞の中に産み、幼虫が地 Lの糞を食べて育つ |か

き回し屋Jと 呼ばれるタイプか、親が地 ドにトンネルを

掘り、その奥に糞を運んで詰め、幼虫のQIIと する「トン

ネル屋」と呼ばれるタイプのどちらかに属し
い
、各タイ

プは糞分解への寄与のしかたが異なると考えられてい

る。今回、駆虫薬投与牛の糞に誘引された種にはどちら

のタイプも含まれていた (表 1)。 今後、駆虫薬が各種の

幼虫生存率に与える影響の調査が進めば、糞虫を介した

糞分解の様々な経路における駆虫薬の影響が明らかにな

ると考えられる。

4_まとめ

駆虫薬に含まれるイベルメクチンは、翌日には糞の中

に排泄され始め、最も濃度が高くなるのは投与後3日 日

の場合が多い。駆虫薬を投与 した牛か ら採取 した糞を誘

引源 とした糞 トラップで、5属 16種の糞虫が採集 された。

その うち、多くの種は駆虫薬投与牛の糞を忌 llFせず、逆

にイベル メクチンが高濃度に合まれている糞に誘引され

る傾向があつた。
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表 1 牛糞 トラップで採集 された平均糞虫数 (/ト ラップ)
D:か き回 し屋 T:ト ンネル屋 (産卵習性は本文参照 )
ホ:対照区と有意に異なる (pイ 005)

誘引源とした牛糞の薬剤処理後の日数
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